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健保改悪反対

全
国
各
地
で
街
頭
署
名

「
連
絡
会
」
が
統
一
行
動
・
全
患
連
は
銀
座
で

　

ド
療
保
険
剛
度
の
改
悪
に
反
対
し

て
訪
賜
な
可
動
を
つ
う
け
て
い
る
介

川
七
言
・
Ｉ
族
団
休
辿
納
会
は
、
先

の
リ
生
者
面
で
の
座
り
込
み
に
っ
づ

い
て
ト
ー
月
三
口
、
全
国
で
「
医
療

滉
隅
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
保
障
制

慰
ｏ
改
題
」
対
す
る
」
祐
㈹
Ｉ
名

を
．
Ｉ
え
る
‐
動
｛
０
　
い
ま
し
聯
こ

少
‐
励
は
、
医
療
総

内
・
召
が
ま
だ
国
民
の
乙
こ
に
川
ら
れ

て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
‐
七
万
都

市
の
街
頭
で
ビ
ラ
を
ま
き
な
が
ら
署医療保険制度の改悪に反対して全国10都道府県20か所以上の

街頭で署名・募金を呼びかけた（東京・銀座でニバ１月５日ｊ

包
と
紅
海
ご
協
力
を
．
Ｉ
元
ｈ
う
と
収

り
絹
ま
れ
た
も
の
で
、
～
所
や
似

円
柚
Ｉ
、
剛
示
．
い
～
静
岡
、

京
祁
、
大
阪
、
．
‥
心
川
、
パ
鰯
竹
部
心

府
県
な
且
下
小
所
２
　
ト
で
釣
わ
れ

ま
し
た
．

　

こ
の
う
ち
引
Ｉ
で
は
、
言

盟
団
体
を
中
～
二
九
団
体
二
十
人
が

参
加
し
て
、
銀
座
ソ
〒
ビ
ル
．
．
Ｕ
な

言
ビ
．
時
問
こ
れ
か
ら
で
行
わ
れ
宍

し
か

　

買
物
客
や
続
出
見
物
・
重
２
　
う
熔

わ
う
午
後
の
銀
座
．
で
け
、
各
会
の
代

衣
が
屈
康
保
険
自
炭
が
改
茫
に
れ

る
こ
と
を
知
っ
て
ま
す
か

　

Ｉ
ご
主

人
も
『
気
を
し
た
ら
一
石
白
川
に
さ

力れ
言

言

几

∩

に|元

心
入
ま
し
た

　

こ
の
呼
ひ
か
け
に
、
．
山
‥
．
託
丿
九
人

の
署
名
と
Ｉ
．
♀
～
．
白
二
十
円
の
陪
介

か
寄
せ
ら
れ
ま
し
喘
中
に
は
熱
心

に
質
問
す
る
人
．
ヒ
ラ
を
皿
い
入
る

よ
う
に
読
む
人
も
い
ま
し
た
が
、
令
・

休
に
市
民
の
叫
心
は
ま
だ
弱

万
万
万
万
穴

門
二

加
所
は
決
心
を
新
た
に
し
ま
し
た
．

｀I･･||･゛I･IF･･･｡
･'･●,||･

現

金（

償と

還ア

制ア

　

医
療
保
峰
制
度
に
お
い
て
は
、
破
伏
険
所
の
・
戻
胴
ま
た
は
白
優
に

円
し
て
「
珍
．
祭
、
蜻
萌
ま
た
は
冶
回
付
‐
、
‐
・
・
置
、
手
術
そ
の
他
の

難
な
陽
へ
回
、
卵
改
費
以
い
ヒ
い
っ
て
、
ツ
‥
か
。
時
的
に
保
険
出

原
卜
悶
・
望
り
な
言
う
阻
を
皿
い
、
微
に
保
険
片
か
ら
保
険
袖
付

の
Ｉ
伺
回
尚
付
４
　
そ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
リ
～
者
が
医
心
服
険
制

II¨‘･･||･
lj･JI･

｢1･

プ
度
の
臼
耶
丈
り
め
る
巾
で
検
討
し
て
い
る
と
函
え
ら
れ
る
１
　
～
沢
ぺ

弓
制
と
は
ご
」
の
療
養
費
払
い
の
こ
と
で
、
ｍ
物
綸
付
を
や
め
腔
翌

制
を
導
一
〈
す
る
こ
と
で
患
者
の
受
診
節
例
を
ね
ら
っ
て
い
｛
ｙ

ひ
と
く
ち
辞
典

一
一
’
・
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・
‘
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1 983年１２月１日ｉ２第９６号（第三種郵便物認可）かんじゃと医療
-

羅
勣
づ

プ
ロ
ロ
ー
グ

　
　
　
　
　

お
さ

　

ひ
ろ
し

　

次
号
か
ら
、
四
○
年
の
。
雁
史
を
も
つ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
患

者
運
動
を
、
ス
ト
。
ク
ホ
ル
ム
人
学
に
在
学
中
の
訓
覇
法
子

さ
ん
の
訳
で
辿
叔
す
る
が
、
今
り
で
は
そ
の
予
備
知
識
を
、

導
入
部
と
し
て
概
説
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ス
ウ
。
・
Ｉ
デ
ン
は
、
人
［
約
八

二
三
万
人
の
高
度
に
発
達
し
た
資

本
主
義
国
で
あ
り
、
社
会
主
義
経

済
と
資
本
主
義
経
済
を
混
合
し
た

混
介
経
済
の
い
わ
ゆ
る
「
福
祉
国

家
」
で
あ
る
。
一
七
〇
年
間
戦
争

を
経
験
せ
ず
、
筧
二
次
財
Ｗ
大
戦

以
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
に
か
け

て
好
況
を
つ
づ
け
て
き
た
。

　

戦
争
の
な
か
っ
た
国

　

国
土
は
日
木
の
約
「
二
倍
と

広
い
が
、
北
極
圏
に
属
し
、
自
然

的
条
件
は
き
び
し
い
。
し
か
し
戦

争
が
な
か
っ
た
こ
と
や
、
経
済
の

好
澗
が
つ
づ
い
た
こ
と
や
、
伝
統

的
に
吐
会
囲
動
か
っ
よ
か
っ
た
こ

と
は
、
多
く
の
社
会
改
良
を
も
た

ら
し
、
こ
れ
が
患
者
・
障
害
者
福

社
の
向
上
に
も
大
き
な
影
響
を
及
・

ば
し
た
と
い
え
る
。

　

二
つ
の
特
徴

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
特
徴
は
、
地

方
自
治
体
が
つ
よ
い
こ
と
で
、
扁

用
、
吹
雄
、
福
祉
等
の
公
的
サ
ー

ビ
ス
の
責
任
は
、
国
、
郡
、
地
方

自
治
体
が
も
ち
、
私
的
雇
用
機
関

は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
医

療
や
福
祉
に
つ
い
て
も
、
伝
統
的

に
公
的
ケ
ア
が
発
達
し
て
き
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
さ
き

に
述
べ
た
社
会
運
動
の
彫
Ｗ
‥
を
う

け
て
柚
成
さ
れ
た
、
忠
者
・
呻
Ｉ

肴
逆
動
か
大
き
な
役
割
を
巣
だ
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

患
者
運
動
の
現
状

　

ス
ウ
。
エ
ー
デ
ン
に
は
地
域
レ
ベ

ル
で
一
二
〇
〇
以
」
の
恐
恐
・
呻

害
者
団
休
が
あ
り
、
約
三
〇
万
人

を
組
織
し
て
い
号
全
国
絹
織
は

二
五
あ
り
、
う
ち
二
二
団
体
が
連

合
体
を
結
成
し
、
多
い
と
こ
ろ
で

五
上
八
万
人
、
少
な
い
と
こ
ろ
で

二
王
｛
〇
〇
人
の
会
員
を
も
っ
て

い
る
。

　

も
っ
と
も
。
歴
史
が
古
い
の
は
、

一
八
六
八
汪
に
設
立
さ
れ
た
ろ
う

協
会
で
あ
る
が
、
全
国
組
織
と
し

て
は
全
国
盲
人
協
会
が
占
い
。

　

心
臓
と
結
核

　

一
九
二
〇
王
二
〇
年
代
に
、
聴

力
増
進
協
朔
移
動
能
力
障
害
者

全
国
協
会
及
び
心
臓
と
結
核
の
全

国
協
会
の
三
団
体
が
結
成
さ
れ
て

い
る
ご
こ
れ
ら
の
団
休
は
、
救
介

問
題
や
。
剔
用
、
生
活
問
題
を
と
り

上
げ
て
、
社
会
的
、
政
治
的
、
経

済
的
領
城
で
活
動
し
ペ

　

ー
九
五
〇
年
代
及
び
一
九
六
〇

年
代
は
新
し
い
冶
療
法
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
重
度
で
長
期
の

病
気
に
関
係
の
あ
る
全
国
組
織
か

つ
ぎ
っ
ぎ
と
結
成
さ
れ
た
。

　

患
者
運
動
の
主
人
公

　

こ
れ
ら
の
組
織
の
う
ち
に
は
、

医
師
や
医
療
ス
タ
ヴ
つ
が
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
に
き
る
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
患
者
や
家
族
が
牛
で
ポ
ジ

シ
ョ
ン
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
し
Ｉ
ろ
し
た
１
　
　

各
組
紐
の
例
と
し
て
は
八
・
‐
国
で
ん

か
ん
協
会
、
全
国
乾
廊
脇
会
、
全

国
ア
レ
ル
ギ
ー
協
今
全
国
ヘ
モ

フ
。
リ
テ
附
会
、
全
国
多
発
性
硬

化
症
協
会
等
が
あ
る
。

　

親
の
会

　

脳
性
マ
ヒ
協
会
二
九
五
五
年
）

と
精
御
薄
弱
者
協
会
（
一
九
五
六

年
）
は
、
と
も
に
親
の
会
で
あ
る
。

親
の
会
で
は
、
親
と
脳
性
マ
ヒ
や

桔
神
薄
弱
に
関
心
を
も
つ
ス
タ
。

フ
が
委
貝
に
な
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
現
在
で
は
、
委
員
会
は

も
っ
ぱ
ら
親
と
石
い
人
々
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

糟
神
病
患
者
自
身
の
会

　

柚
神
川
ｍ
判
白
身
の
会
が
で
き

る
ま
で
は
、
良
い
年
月
を
要
し
て

い
る
。
一
九
六
七
Ｉ
ま
で
は
医
師

と
他
の
医
療
ス
タ
ｙ
フ
が
指
導
的

地
位
に
い
た
が
、
い
ま
で
は
会
は

も
っ
ぱ
ら
精
神
病
１
　
者
か
、
精
神

病
患
者
で
あ
っ
た
人
々
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。

　

陣
害
者
自
身
の
組
織

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
忠
者
・
暉
害

患者・障害者団体の現状(1977年)

名
団
体
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
［
思

昔
・
障
害
者
に
対
す
る
第
三
者
的

組
戸
で
は
な
く
、
示
者
・
１
９

１
　
者
白
身
の
組
織
’
・
で
あ
る
と
い

う
］
一
で
あ
る
。

　

汁
‐
才
べ
き
こ
と
は
、
一
九
七

七
Ｉ
に
、
心
荷
・
障
宍
七
団
休
へ

の
政
府
補
助
令
を
増
や
す
関
係

で
、
補
助
金
受
給
資
格
団
体
の
定

義
を
定
め
る
委
員
会
が
政
府
に
よ

っ
て
任
命
さ
れ
惣
そ
の
畳
只
会

の
結
論
は
、
－
患
者
・
障
害
者
か
、

彼
ら
に
近
い
親
族
が
、
組
織
に
決

定
的
な
彫
響
刀
を
も
っ
て
お
り
、

そ
の
力
が
会
の
意
志
決
定
に
反
映

さ
れ
る
べ
き
こ
と
」
と
い
う
も
の

会八鍛

㎜■㎜一■㎜㎜

　

G 577

　

28 95］

　

31碩

　

37 746

　

1-1,52-1

　

19 792

　

38 0卯

　

56 319

　

2､400

　

500 0

　

3,500

　

3 369

　

t5､000

　

15 000

　

8 382

　　

109

　　

200

　

16.000

　　

訂6

　　

37･1

　

50卵

　

1,300

　　

550

,丿イ称y，

1889

1921

1922

1923

1939

1913

19.1:>

19屈

19妬

1934

I ll'vl

19rir>

19:>6

19r>ii

19f)7

卜59

19G2

19G3

19心

I圓5

H拓7

D印

19巾

全川卜人協会

　

゛聡リJ増延協会

　

”ろう協会

　

々障害者協会

　

゛心臓・砧核心者協会

　

”糾爪病協今

　

”リウマチ協余

　

゛女通事破・ポリオ犠牲削lgも会

　

”ろう児協会

　

”てんかん協今

　

・どもり協会

　

タ脳性マヒ協会

　

ク冊付薄叫児|鳥海

　

゛j'レルギー町会

　

や多発｣生硬化II･|け烏公

　

゛ろう・百協会

　

"サリドマイド児協余

　

'乾桁協会

　

゜ヘモフィリヤ協余

　

゜喉頭剛川而鳩会

　

タ社余・精神術生協余

　

゛じんぞう病協会

　

゛たんのうせんい腫町会

で
あ
っ
た
。

　

患
循
運
動
の

社
会
的
評
価
の

高
さ
を
物
語
る

も
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
だ
け

に
ま
た
、
ユ
ニ

ー
ク
な
運
動
の

実
績
の
大
き
さ

が
う
か
が
わ
れ

る
。
次
回
か
ら

の
連
載
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
（
次

号
へ
つ
づ
く
）

一一I一一斗.ペーペ
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団結の決意みなぎる第９回定期大会
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福
祉
切
り
捨
て
許
さ
ぬ

皿
岫
「
共
同
行
動
の
前
進
を
」

　

豪
思
辿
は
十
月
。
二
十
日
、
収
・
．
Ｉ
港
区
の
郡
勤
労
福
祉
会
館
で
第
九
回
定
期
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
大

公
に
は
役
‐
、
代
議
‥
１
　
４
あ
わ
せ
て
．
ａ
ｔ
．
瓦
人
が
出
川
し
、
医
療
保
険
制
・
度
の
改
ガ
を
阻
比
す
る
屁
勣
を

い
っ
そ
う
強
め
て
い
く
迎
動
方
針
な
ど
、
介
議
案
を
決
定
し
ま
し
た
。
（
関
濤
記
事
４
・
５
面
）

l l l ･ 1 1I I I I I 1 1 1 ･ l l l l l l l ･ ･ 1 1 1 1 1 1 ･ 1 1 1 1

第９回定癒大会回は長（おさ）代表幹事、小林事務局長をはじめ12
人の新年度役員を選出しました（10月50日）

　

十
一
時
前
に
開
会
さ
れ
た
大
会
で

は
、
小
林
義
雄
（
日
患
同
盟
）
、
小

関
修
（
全
腎
協
）
両
氏
を
議
長
に
選

ん
だ
あ
と
、
長
（
お
さ
）
代
表
幹
Ｉ

が
あ
い
さ
つ
し
、
．
こ
の
一
Ｉ
問
の

全
心
心
の
運
動
は
、
理
盃
的
に
も
実

践
的
に
も
介
患
辿
の
十
年
間
の
．
歴
宍

を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
．
先
に

厚
生
省
が
ま
と
め
た
一
厚
生
白
亡

で
は
『
か
つ
て
な
い
ゆ
た
な
か
社
会

が
実
・
滉

1
1

1
と
認
廠
し
、
こ
の
が
Ｉ
・
騏

Ｉ
の
レ
～
に
地
川
例
阻
、
給
付
制
剛
、

回
視
強
化
な
ど
叶
会
保
障
川
例
で
同

氏
の
合
ぴ
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
論
理
に
ご
ま
か
さ
れ

な
い
よ
う
学
習
活
励
を
弛
め
全
ぶ
辿

組
織
を
い
っ
そ
う
強
化
し
て
い
こ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
団
連
代
表
と
し
て
出
府

し
た
上
原
三
雄
保
団
連
副
会
長
は
。

　

「
老
人
保
健
法
や
医
療
保
険
制
度
改

が
案
は
、
睨
気
は
社
会
的
な
も
の
と

し
て
定
‐
し
た
医
学
思
想
を
佃
人
的

な
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
前
世
紀
に

も
と
す
も
の
」
と
し
て
批
判
し
、
「
金

が
あ
る
も
の
だ
け
が
医
療
を
受
け
ら

れ
る
」
制
度
改
悪
案
に
共
に
反
対
し

て
い
こ
う
と
訴
え
、
松
本
道
広
日
本

医
労
協
廠
長
も
。
健
傑
改
悪
反
対
の

八
川
行
動
を
強
め
る
た
め
に
、
心
者

団
体
と
も
謙
虚
に
相
談
し
て
い
き
た

い
’
と
述
べ
ま
し
た
そ
の
・
ほ
か
政

党
、
医
療
団
体
、
思
者
団
体
な
ど
か

ら
多
数
の
祝
。
電
、
メ
レ
セ
～
ヒ
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た

　

こ
の
あ
と
議
～
に
↓
へ
り
、
一
九
八

二
印
度
活
動
田
汽
決
り
報
告
、
余

計
監
査
報
告
を
満
場
一
決
で
承
認
し

ま
し
た
。
つ
づ
い
て
古
川
事
務
局
次

艮
が
、
址
近
の
情
報
も
含
め
て
一
九

八
四
年
度
の
迎
動
方
針
案
の
提
案
説

明
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
て
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
、
「
自
分
の
団
体
の
運
動

も
含
め
署
名
、
募
金
が
多
く
、
連
絡

会
の
健
伏
改
悪
反
対
署
名
は
取
り
組

み
が
難
し
い
と
い
う
声
が
多
・
か
こ

の
を
、
十
分
な
話
し
合
い
を
し
て
取

り
組
み
大
き
な
成
果
を
収
め
た
」
－
令

患
連
は
頼
り
に
し
て
い
る
が
、
連
絡

会
に
ま
で
か
か
わ
っ
で
糾
織
的
に
対

応
で
き
る
の
か
」
「
全
患
迪
と
し
て

教
‐
四
辺
を
も
っ
と
所
司
し
て
は
し

い
」
「
雅
屑
と
障
害
の
概
念
を
迎
論

的
に
明
ら
か
に
す
べ
き
」
な
ど
の
涯

動
体
験
や
意
見
が
出
さ
れ
、
幹
事
会

の
答
弁
が
あ
っ
た
後
、
運
動
方
針
を

漢
場
一
敗
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
予
算
案
、
新
役
い
、

ス
ロ
ー
カ
・
ｙ
ｙ
大
ま
宣
。
。
‥
を
拝
礼

し
て
第
九
回
定
刈
大
会
を
終
り
ま
し

｛

　

〔
来
冨
上
原
＝
薙
（
医
療
団
体

心
絡
会
議
、
保
ぱ
囲
剛
会
詐
、
植

木
如
固
八
‐
本
Ｎ
労
附
議
～
介
）

労
委
萌
ト

　

〔
祝
電
・
メ
ッ
セ
～
と
公
叫
党

国
民
運
動
本
部
、
民
Ｉ
党
中
交
執
行

要
員
長
・
佐
々
木
良
作
、
日
本
共
片

党
宍
記
図
長
・
金
子
満
仄
、
衆
院
議

昌
∵
松
本
（
明
・
寺
前
轍
・
小
沢
和

秋
、
参
院
議
‥
ツ
ヒ
田
Ｉ
一
郎
.

Ｓ
)

木
洋
・
ド
川
・
Ｉ
子
・
い
‥
川
白
Ｌ
、
‐

木
行
漫
協
余
余
に
八
・
大
森
丈
子
、
口

本
医
療
吋
ふ
．
乍
鬘
協
余
会
７
　
・
須
川

Ｉ
全
固
保
険
医
団
体
連
合
会
、
新

口
本
仄
師
胞
《
日
本
生
活
回
四
組

合
連
合
会
仄
療
部
全
、
全
日
本
民
主

医
僚
機
関
連
今
入
言
雇
・
前
咀
ニ
、

碩
坪
渋
北
加
心
難
㈹
囲
、
福
に
県

難
司
囲
、
雌
．
心
県
費
司
心
、
岐
Ｇ
昌

則
・
炳
囲
、
京
祁
坪
柚
囲
、
兵
ポ
μ
難

病
叫
高
知
県
難
病
油
、
列
崎
県
難

・
炳
逓
、
あ
せ
び
余
介
肝
痩
日
本

て
ん
か
ん
協
会
、
福
弓
県
腎
協

　
　
　
　
　
　
　

（
以
上
敬
称
略
）
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1984年度役員

　

宏（日借同盟）

孟史（全腎協）

代表幹事

　

長

事務局長

　

小林

梅崎

　

園子（心臓病）

古川

　

生助（日患同盟）

落合

　

希子（心臓病）

根来文四郎（互療会）

米村

　

正国（互直会）

辻川

　

寿之（全交災）

中野

　

佳子（全交災）

石川

　

勇吉（全腎協）

岡本

　

洋（全患協）

事務局次長

　

ク

政部長

　　　

事

財
幹

義信（全患協）

正雄（全交災）

隆久（全患協）

山田

鈴木

山本

同
同
同
同
同
同

会計監査委員

　　　

同

.
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
V
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
＼
^
^
^

スローガン

　

いまこそ予防、治療、リハビリ、

　

生活保障をふくむ総合的な社会保

　

障制度を確立させよう。

・患者を医療から締め出す医療保険制度の

　

改悪を断固阻止しよう。

・障害者の「全面参加と平等」を保障する

　

身体障害者福祉法の改正を実現させよ

　

う。

・安心して生活できる年金制度を確立させ

　

よう。

・労災、職業病の補信仰制に反対し、完全

　

洽ゆまで補償させ、職場復帰を実現させ

　

よう。

・ゆたかな医療と福祉をめざす全国患者・

　

家族団体連絡会の運動と組織を強めよ

　

う。

・医療と福祉をおひやかす軍事費の突出に

　

反対レ平和と民主主義を守ろう。
一一一一.－

　

=I-===＝==・

　　　　　

j

　

私
た
ち
は
今
日
、
医
療
保
険
制

度
の
戦
後
最
悪
と
い
わ
れ
る
大
改

悪
が
企
て
ら
れ
、
そ
れ
に
反
対
す

る
患
者
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
閔

係
諸
団
体
・
国
民
の
連
動
か
大
き

く
盛
り
上
る
な
か
で
、
第
九
回
定

期
大
会
を
開
き
ま
し
≒

　

私
た
ち
は
こ
の
一
年
間
、
尿
々

な
困
難
を
乗
り
越
え
て
、
加
盟
各

団
体
や
令
国
の
１
　
者
・
家
以
・
団
休

と
固
く
結
束
し
、
ま
た
、
多
く
の

友
好
団
体
と
も
連
帯
し
て
、
ゆ
た

か
な
仄
療
と
福
祉
を
め
ざ
す
運
動

を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。
と
り
わ

け
、
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
を
ｍ

止
す
る
退
動
、
身
体
障
害
者
福
祉

去
の
全
面
的
な
改
正
を
め
ざ
す
迪

血
に
は
最
も
大
き
な
力
を
そ
そ
い

で
き
ま
し
芯

　

大
会
に
参
加
し
た
代
議
員
は
、

こ
の
一
Ｉ
間
の
全
墨
迪
の
逗
動

が
、
心
１
　
・
家
族
の
切
実
な
。
要
求

に
限
ざ
し
た
も
の
で
あ
○
、
加
閣

各
団
休
の
運
動
に
役
立
つ
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
一
致
し
て
唯
認
し

ま
し
勺

　

大
会
で
は
、
全
心
囲
の
こ
口

年
間
の
運
動
の
な
か
で
、
人
工
肛

門
、
人
工
ば
う
こ
う
造
設
者
な
ど

ｌ
ｎ
ｈ
ａ
ａ
ｉ
ｒ
ｌ
ｐ
ｉ
ｒ
？
ｌ
ｈ
ａ
Ｊ
ｊ
ａ
ｊ
Ｊ
ｊ
Ｕ
Ｉ
ｊ
Ｕ
ｌ
ａ
－
Ｊ
Ｊ
ｊ
ｌ
ｊ
ｓ
ｌ
’
１
１
１
に
Ｊ
ｊ
ｌ
ａ

る
関
係
各
方
面
に
全
患
迪
白
定

　

私
た
ち
は
ヽ
給
付
水
牽
を
引
き
一
一

の
発
。
言
力
を
も
つ
心
者
会
と
し
て
下
げ
負
担
を
強
化
す
る
年
金
例
度

定
着
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
学
習
晒
の
「
統
合
い
に
は
賛
成
で
き
ま
せ

動
を
重
視
し
各
団
体
の
活
動
に
役
ん
。

立
っ
た
こ
と
、
全
岡
患
者
こ
家
族

　

私
た
ち
は
、
難
病
や
慢
性
疾
患

・
回
収
心
絡
会
の
結
成
と
そ
の
後
の
の
心
酋
の
経
済
的
西
川
を
強
叱
す

運
動
に
ｍ
．
要
な
役
割
り
を
果
た
し

た
こ
と
な
ど
少
な
か
ら
ぬ
成
果
が

あ
っ
た
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
で
は
、
政
府
が
医
雄

保
険
例
度
を
は
じ
め
と
す
る
医
療

・
福
祉
制
度
の
改
悪
に
あ
た
っ
て
、

国
の
財
政
破
た
ん
の
原
因
が
政
府

白
身
の
失
政
の
結
果
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
現
状
を
・
認
め

大
会
宣
言

さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
す
る
浪

遥
に
強
い
憤
り
の
声
が
出
さ
れ
ま

し
た
。
財
政
の
破
た
ん
ぽ
、
あ
げ

て
政
府
の
失
政
の
結
果
で
あ
り
。

そ
の
直
任
を
国
民
・
患
１
　
に
負
わ

せ
よ
う
と
す
る
政
策
の
推
進
を
私

た
ち
は
認
め
ま
せ
ん
。

　

全
心
辿
は
、
心
6
1
と
家
族
の
。
要

求
を
大
切
に
し
、
そ
の
要
求
の
実

現
を
め
ざ
す
た
め
に
存
在
し
つ
づ

け
た
い
と
願
い
ま
す
。

一
『
の
排
せ
つ
機
能
叩
。
回
が
』
休
呻

　

私
た
ち
は
、
ぶ
盈
の
医
療
を
々

一
言
岩
癌
祉
法
の
対
象
に
加
え
ら
れ
け
る
稀
利
を
奪
い
医
雛
の
輿
宸

一
る
明
る
い
見
通
し
が
開
き
つ
つ
あ
下
さ
せ
る
医
療
保
険
制
度
の
改
悪

一
・
る
こ
と
、
｝
Ｉ
若
を
は
じ
め
と
す
・
に
断
じ
て
反
対
で
す
。

一
ト
！
！
；
Ｉ
‘
～
ｒ
ｇ
Ｊ
゛
ｌ
ｌ
’
ｒ
ｇ
ｌ
ｌ
Ｊ
゛
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
ｇ
ｌ
ｌ
‘
ｒ

る
公
費
医
原
制
度
の
改
悪
に
断
固

反
対
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
障
害
者
の
社
会
へ

の
こ
全
面
参
加
と
平
等
」
を
保
呻

す
る
身
体
障
Ｉ
者
福
祉
法
の
全
。
㈲

的
な
改
正
を
要
求
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
平
和
を
脅
か
し
人

び
と
を
不
幸
に
陥
し
い
れ
る
軍
事

包
の
増
額
に
及
対
し
ま
す
。
私
た

ち
は
、
平
和
で
、
安
心
し
て
医
療

を
受
け
生
活
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
社
会
を
強
こ
望
み
ま
す
、

　

全
治
巡
は
、
本
日
の
第
九
回
定

期
大
会

さ
れ
た
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活

を
肖
む
様
利
」
を
も
つ
日
本
国
民

と
し
て
、
ま
た
、
長
く
苦
し
い
闘

病
堕
胎
の
体
験
者
と
し
て
、
医
療

と
福
祉
が
す
べ
て
の
国
民
に
い
き

と
ど
く
よ
う
介
加
則
剛
体
、
令
国

の
心
者
・
家
族
ぼ
休
ご
て
し
て
琴
・

く
の
友
好
団
体
、
国
民
と
固
く
連

帯
し
て
運
動
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。

　

一
九
八
三
年
十
月
三
十
日

　
　

全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　

両
九
回
定
朗
大
会

－
‐
－
ｊ
ｌ
ｊ
ｌ
‐
Ｆ
‐

１
ｇ
り
ｌ
ｇ
ｇ
ｌ

’

＝ － ＝ I
- I － 4 1
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1983年度会計

1 QS3年１２月１日（５

f･　算 実　　績 予算比 ㈲　　　　　　　考

､172.000円

,320.000

　50,000

　20,000

1,160,000円

1,074.710

　　90,500

　　43,329

　99.0％

　81.4

181.0

216.6

回牛

広告料（３件）、利息

､562,000

30!,490

2,368.539

　301､490

92.4

.863.490 2,670,029 93.2
一一一一　!00,000

.574､000

　100,000

　］50,000

　140,000

　250,000

　180､000

　63､600

　15､890

　　91,140

1,631,292

　　37,519

　　96,360

　137,941

　169､150

　180,000

　　65,000

　　15､000

　9!.1

103.6

　37 .5

　64.2

　98.5

　67.7

100.0

102.2

　94.4

犬合、学習交流会、研修会ぼか

82吋～93陪印刷費、送料、原価料

コピー氏、竿竹状ほか

電話（公費協卵3､000八切手ぱか

全腎協GりO､000、㈲福川,Wj

幹事会など交通費

アルバイト料（15,000×12）

推進|貳はりマ連、連節会

祝金、祝賀会費

、573.490

290,000

　　　－

2,423,402

　　　　　0

　246.627

94.2

,863,490 2.670.029 93.2

科　　円 予　　算

収

入

の

部

分　机　金

機関誌購読料

砂金寄付金

頴　収　人

！､172.000円

1,320.000

　　50,000

　　20,000

小　　　　計

前期繰越

2､562,000

　30!,490

詮　　　　計 2.863.490

支

出

の

部

大介諸公議費

機閔結婚行費

印　刷　費

通信見送費

事務局諸費

役員行動費

入　陛　費

消　公　費

帷　　　　費

　!00,000

1.574､000

　100,000

　150,000

　140,000

　250,000

　180､000

　　63､600

　　15､890

小　　　　計

J5　濯　費

次期繰越

2､573.490

　290,000

　　　　－

合　　　　計 2,863,490

会
計
監
査
報

　

一
九
八
．
印
十
月
　
　
　
口
か
ら
一
丸

↓
八
三
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
、
一
九

八
．
二
怖
度
全
心
迪
会
計
に
つ
い
て
、

悶
係
話
帳
簿
、
凪
以
、
証
ひ
ょ
う
類

こ
も
と
つ
い
て
厳
正
な
監
酉
を
お
こ

な
っ
た
結
果
、
全
患
迪
会
計
は
妥
当

か
つ
適
正
に
執
行
、
処
理
さ
れ
て
い

1984年度予算
ljl:1983 f|--10月１日

至:1984年９月30ロ

告
書

る
こ
と
を
認
め
ま
す
．

　

（
付
回
①
第
９
同
人
会
会
湯
費

　
　

．
九
千
六
百
円
か
八
＝
．
年
度
会
計

　
　

で
処
刑
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

　
　

は
本
来
、
仮
払
い
と
し
て
処
則

　
　

さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
、

　
　

次
年
度
か
ら
は
辿
［
処
さ
れ
た
い

　
　

②
機
関
誌
発
行
の
収
支
バ
ラ
ス

　
　

か
大
幅
に
て
ず
れ
て
お
り
．
　
９

　
　

肴
拡
大
に
よ
り
町
読
料
の
増
収

　
　

ご
努
力
さ
れ
た
い
．

．
’
九
八
三
Ｉ
十
月
ニ
ト
日

　

余
計
腔
酉
委
い

　
　
　

．
乃
．
療
余
恨
来
文
四
叩
抑
・

　
　
　

余
腎
剛
石
川
．
力
吉
⑩

科　　目 f･算額 ㈲　　　　　者

収

入

の

部

分　撰　金
機関誌購読料

募金寄行金
雑　収　人

1,160,000円
1,320,000

　　50,000
　　20,000

千部×1,320円

広告がに受取札副まか

　小　　計

前絹紬越
2,550,000

　246,627

合　　計 2,796,627

支

出

の

部

大会渚会議費

機関誌発行費
印　劉　費

通信発送費

事務局諸費
役員行動費

人　件　費

消　会　費

揃　　　　費

　100,000
1,650,000

　　50,000

　130,000

　150,000
　250,000
　180,000

　　68,600

　　18,027

大会、学習交流会
94号～105こ送料、稿料

コピー、資料印刷ぽか

　電話代（全」汀協＠3千円）|切手代、機関誌送料ぽか

事務所費（全野協＠１万円）

幹事会など役員交通費
15,000×12

　推進協５万円、はりマ連１万円|連結会５丁-円、年金３千６百円

　小　　計
予　備　費

2,596､627
　200,000

合　　計 2,796,627
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全
国
の
医
師
数
は
1
6
万
８
千
人

5
7
年
末
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
調
査

　

リ
生
者
は
ト
ー
川
門
‐
、
附
利

五
十
七
年
十
二
月
末
現
在
の
「
仄

師
・
歯
科
仄
師
・
薬
剤
師
調
斉
概

睨
」
を
発
衣
し
ま
し
た
。

　

向
湖
心
に
よ
る
と
、
今
田
の
川

出
医
師
の
総
数
は
十
六
万
七
Ｆ
九

百
五
十
二
人
で
、
前
年
よ
り
一
万

一
庖
。
五
Ｆ
七
卜
人
増
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
人
目
十
万
人
に
対
し

て
に

前
年
よ
口
于
＝
矢
増
え
て
い
ま

　

自
民
党
の
田
中
六
助
政
調
会
長

は
十
一
月
二
十
二
日
に
記
者
ふ
亘

を
行
い
、
医
療
保
険
制
度
の
、
改

革
」
楽
に
つ
い
て
党
声
明
を
発
表

し
ま
し
鳥

　

声
明
で
は
、
「
医
療
保
険
制
度

の
改
革
に
つ
い
て
は
、
厚
生
著
原

案
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
党
は
関
係
各

方
面
の
・
心
見
を
聞
き
つ
つ
慎
重
に

検
討
し
、
皺
善
の
方
途
を
構
ず
る

も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

す
．
八
ト
入
余
り
い
る
と
み
う
れ

る
無
届
け
医
師
殿
を
令
め
る
と
、

人
口
十
万
対
医
師
数
は
一
同
几
・

○
人
で
、
厚
生
省
が
当
面
の
‐
標

と
し
て
い
る
．
白
八
十
人
に
あ
と
わ

ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
．

　

こ
れ
ら
の
届
出
医
師
給
数
の
三

六
一
八
衣
六
万
一
万
瓦
士
八
人

が
診
療
所
の
開
設
呂
で
、
．
三
．
・

八
％
、
五
万
六
千
八
｛
二
十
四
人

が
大
学
病
院
を
除
く
睨
院
の
匂
務

　

記
七
会
見
で
田
巾
政
調
会
長
は

　

・
。
給
付
率
の
問
題
は
・
最
重
点
課
題

で
、
白
紙
に
近
い
状
態
で
あ
る
。

し
か
し
、
医
療
似
険
改
革
は
や
る

必
要
か
お
る
」
と
述
べ
、
ま
た
、

戸
沢
政
方
同
党
社
会
部
会
長
『

　

。
改
革
案
は
財
政
調
整
の
感
が
強

く
、
党
と
し
て
全
面
修
正
も
あ
り

得
る
』
な
ど
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
自
民
党
の
見
解
は
、

総
選
挙
を
前
に
し
て
、
心
者
団
休

所
、
．
に
二
衣
．
万
八
ｒ
じ

．
白
八
十
～
人
が
人
学
絢
院
な
ど
医

育
賎
関
・
・
炳
院
の
勤
務
者
と
な
っ
て

い
ま
す
．

　

ま
べ
届
出
歯
科
医
師
総
数
は

五
万
八
１
　
三
息
［
十
二
人
で
二
明

年
上
］
『
・
七
石
増
え
て
い
ま
す
、

や
医
療
関
係
団
体
、
労
働
組
合
な

ど
国
民
世
論
の
反
対
が
強
い
こ
と

か
ら
、
と
り
あ
え
ず
「
白
紙
」
と
し

た
も
の
と
み
ら
れ
、
介
’
国
患
者
・
家

族
団
体
連
絡
会
で
は
「
選
挙
対
策

の
自
民
声
明
に
気
を
ゆ
る
め
な
い

こ
と
見
解
を
出
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
が
健
保
「
白
紙
」
声
明

選
挙
向
け
の
ポ
ー
ズ
と
患
者
団
体
警
戒

「
健
保
本
人
給
付
率
は
９
割
に
」

健
保
連
全
国
大
会
で
専
務
理
事
が
発
言

　

健
康
似
険
糾
合
辿
介
今
は
ト
ー

月
ト
七
日
、
昭
和
五
ト
八
年
度
令
・

国
大
会
を
開
き
ま
し
勺

　

こ
の
大
会
で
情
必
報
Ｉ
を
行
っ

た
広
瀬
専
務
理
事
は
、
レ
生
者
の

医
療
保
険
制
度
改
革
余
に
つ
い
て

「
大
幅
な
国
家
予
｛
の
削
誠
と
い

　

総
評
、
同
盟
、
巾
立
労
滓
新

産
別
の
労
働
四
団
体
と
全
民
労
協

は
１
　
一
月
十
四
日
、
屈
虞
保
険

改
悪
反
対
・
緊
急
集
会
」
を
開
き
、

　

「
医
療
保
険
改
悪
に
反
対
す
る
決

系
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

主
催
酋
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

う
枠
の
巾
で
は
、
こ
の
要
求
内
容

は
非
常
に
苦
心
し
た
も
の
で
あ
り

そ
の
考
え
方
に
は
評
価
す
べ
き
も

の
も
否
包
と
述
べ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
被
川
西
保
険
木
人
の

給
付
率
を
十
剖
か
ら
八
割
に
引
き

下
げ
る
。
厚
生
省
案
に
つ
い
で
。
「
。

挙
に
八
割
に
引
き
Ｔ
け
る
こ
と
に

は
無
理
が
あ
り
、
当
肉
九
川
と
す

る
こ
と
が
適
当
て
考
句
将
東
の

あ
る
べ
き
給
付
水
準
は
、
租
税
や

し
た
総
評
の
内
山
副
事
務
局
長
は

　

「
国
民
七
・
九
人
に
一
人
が
病
気

と
い
う
実
態
や
、
二
年
続
き
の
ｍ
．
一

字
と
な
っ
て
い
る
政
管
健
保
な
ど

の
状
況
か
ら
、
厚
生
省
余
は
根
拠

が
な
い
。
将
来
へ
の
考
え
方
で
各

方
働
組
（
で
必
ず
し
も
ぶ

い
な
い
噸
現
在
の
政
府
の
や
り

方
に
反
対
す
る
こ
と
で
は
一
致
し

た
）
と
述
べ
ま
し
た
。

　

渠
会
で
採
択
さ
れ
た
「
厚
Ｉ
竹

江
北
を
（
む
吐
八
．
徨
障
輿
担
な
ど

国
民
の
公
的
負
担
の
長
期
・
展
望
の

ト
に
、
保
険
料
負
担
と
受
益
苔
負

川
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
ぅ
す
べ
き
か

と
い
う
選
択
の
問
也
と
し
て
、
悶

係
者
聞
の
十
分
な
論
訊
に
よ
り
・
決

定
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
」
と

述
べ
ま
し
か

　

ま
た
、
む
瞰
者
仄
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
・
．
と
う
て
い
容
認
で
き

な
い
’
と
し
て
い
ま
す
．

の
医
療
保
険
改
悪
案
に
反
対
す
る

決
議
」
で
は
、
厚
生
省
案
が
の
労

働
者
に
大
幅
な
負
担
を
強
い
る
②

実
質
的
な
受
診
抑
制
に
つ
な
が
り

疾
病
の
早
鵬
発
見
、
Ｉ
期
治
療
に

逆
行
す
る
⑤
医
療
費
削
喊
は
、
予

防
医
療
の
充
当
医
療
供
給
体
制

の
帳
㈲
、
薬
価
・
診
療
報
酬
体
系

の
見
直
し
が
先
行
す
べ
き
な
ど
か

ら
強
く
反
対
し
全
国
民
的
な
運
励

を
展
開
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

全
国
民
的
な
反
対
運
動
を
展
開

労
働
四
団
体
な
ど
が
健
保
改
悪
反
対
集
会
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災
会

全

　

交
第15回総

補
償
打
ち
切
り
許
さ
ず

職
場
復
帰
運
動
を
さ
ら
に
強
化
へ

　

令
国
交
通
・
労
働
災
害
対
策
協
議

会
（
令
交
災
）
は
、
十
一
月
十
日
、

東
京
で
九
十
一
名
の
仲
間
と
と
も
に

第
十
五
回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

総
会
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
仁

出
さ
れ
た
審
議
官
指
示
の
も
と
に
激

し
い
症
状
調
介
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に

臨
調
答
巾
の
も
と
で
労
災
心
盾
の
袖

財
打
ぢ
切
り
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
が
山
さ

れ
、
す
で
に
東
京
を
は
じ
め
と
し
て

介
自
で
千
人
を
超
え
る
被
災
労
働
昔

が
町
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
巾
で
聞
か

れ
ま
し
勺

　

総
会
で
は
、
情
勢
を
分
析
し
ノ
こ

の
一
Ｉ
問
の
総
括
と
医
療
、
～
副
の

要
求
と
と
も
に
、
職
腸
復
川
の
施
策

孝動の

場
を
具
休
的
に
強
化
し
か
連
動
方
針
を

打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

新
役
・
に
に
は
、
藤
田
忠
一
会
長
（
大

阪
）
、
城
田
寿
（
広
島
）
、
赤
石
松

五
郎
（
愛
知
）
副
会
長
、
辻
川
寿
之

事
務
局
長
（
東
京
）
を
は
じ
め
、
幹

事
な
ど
十
三
人
を
選
出
し
ま
し
た
。

ま
べ
全
患
辿
を
は
じ
め
友
好
団
体

や
患
者
団
体
な
と
が
ら
百
三
十
通
も

の
メ
。
セ
ー
ジ
、
祝
電
が
寄
せ
ら
れ
、

共
産
党
、
公
明
党
の
代
衣
か
ら
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全国から91人の仲間が参加して開かれた全交災第15回定期総会

唸

　

「行革」はねかえし

牛見舞金支給を

白

　

日患各県が運動

人
工
肛
門
の
装
具
代
を
助
成

　
　

互
病
会
の
運
動
で
都
下
各
市
が
実
施

　

互
直
余
・
栄
京
三
名
・
摩
セ
ン
タ
ー

で
は
、
昨
Ｉ
か
ら
都
下
介
巾
町
村
に

対
し
議
会
陳
情
な
ど
に
よ
っ
て
、
人

工
肛
門
装
親
者
に
装
具
の
費
用
を
助

成
す
る
よ
う
運
動
を
于
す
め
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
屈
動
か
実
り
今
年
度

か
ら
榜
．
原
村
を
除
く
今
巾
町
村
で
回

収
事
尨
が
Ｉ
卵
さ
れ
る
か
そ
の
９
　
心

し
が
た
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
仁

　

言
ご
に
実
皿
さ
れ
た
４
　
町
村
で
は

約
五
百
人
の
オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工

肛
門
装
着
器
）
が
申
請
し
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
に
は
耳
直
会
会
員
以
外

の
人
か
１
　
数
以
ヒ
も
お
ユ
迦
動
の

成
果
に
よ
っ
て
号
、
の
人
が
受
給
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
・
こ
と
を
同
会
で

は
喜
ぶ
と
と
も
に
、
こ
ん
な
に
も
沢

山
の
仲
間
が
同
し
地
域
に
い
た
の
か

と
驚
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
肋
成
～
業
に
は
川

顕
・
山
一
が
多
ヽ
、
特
に
、
山
成
金
額
や

方
法
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
、
所

得
制
限
の
あ
る
所
と
な
い
所
か
あ

り
一
二
所
得
制
限
額
も
ま
ち
ま
ち
で
あ

る
こ
と
、
中
請
に
際
し
て
医
師
の
証

明
古
を
必
要
と
す
る
市
か
多
く
、
こ

の
助
（
多
山
オ
ス
ト
メ
イ
ト
は

巾
乱
を
た
め
ら
う
こ
と
か
ら
受
胎
川

制
と
な
る
こ
と
な
ど
ｐ
＼
尨

　

同
会
で
は
、
全
市
町
村
の
｝
急
な

実
施
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
医
師
の

証
明
ぶ
に
か
わ
っ
て
互
直
会
会
［
只
証

で
申
請
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、

圈
り
制
ｍ
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
。
装

回
代
金
の
会
口
割
引
を
す
す
め
る
こ

と
、
こ
の
機
余
に
」
直
会
の
存
在
を
。

知
ら
せ
会
員
を
増
や
す
こ
と
な
ど
、

令
面
只
が
団
結
し
て
さ
ら
に
迂
動
を

強
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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址
．
返
報
噌
一
さ
れ
て
い
る
厚
本
当
i
S

の
入
院
心
所
祐
臼
．
費
の
う
ち
、
材
料

費
節
［
し
０
川
と
す
る
片
報
に
流
し

こ
、
ふ
宮
守
人
Ｉ
男
女
目
凹
今
川
翁

す
る
栄
４
　
に
と
し
て
四
～
回
貰
イ

て
み
た
い
と
心
い
ま
す
．

　

リ
ー
・
㈲
は
、
政
事
は
・
『
≒
何
の
洽
原

に
直
接
か
か
お
り
を
持
た
な
い
と
い

う
４
　
え
が
め
っ
て
出
さ
れ
た
刎
と
Ｅ
-
j

い
ま
す
が
、
近
Ｉ
、
睨
病
治
療
に
お

い
て
焼
事
瞭
Ｉ
の
占
め
る
位
置
は
大

き
く
な
り
ン
．
‐
あ
り
、
成
果
を
ヒ
げ

て
い
ま
す
．
例
え
ば
、
心
悦
司
や
高

給
食
費
患
者
負
担
に
思
う

結
核
研
究
所
付
属
病
院
竹

　

沢

血
圧
よ
に
誠
燃
食
は
一
般
常
識
と
も

な
っ
て
い
ま
す
し
、
鳥
額
㈹
原
の
］
‥
）

と
つ
と
な
っ
て
い
る
～
透
析
も
出
し

い
白
～
療
ぴ
で
‐
数
を
故
ら
す
こ
と

も
り
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す

　

糖
以
何
の
治
療
に
お
い
て
は
皿
事

直
Ｉ
が
第
一
で
あ
り
、
食
事
療
渋
抜

き
に
は
七
え
ら
れ
な
い
程
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
食
に
つ
い
て

も
、
栄
正
収
分
の
質
、
坦
な
ら
ご

に
六
郷
形
態
の
配
慮
が
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
私
と
も
の
病
院
で
も
、

心
‐
さ
ん
の
訟

ゆ
）
｛
、
牛
ザ
ミ
食
等
多
種
多
様
な

食
淑
を
促
供
し
て
い
ま
す
。

　

現
即
、
Ｉ
病
院
で
使
わ
れ
て
い
る

祐
食
材
粕
咄
は
、
１
　
片
殿
と
か
竹
田

六
比
率
と
か
物
価
の
地
皿
格
差
に
ヒ

り
。
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も

竹
瀬
地
区
の
病
院
の
材
料
穴
を
調
介

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
。
口
六
百
円
９
　

下
の
炳
院
は
Ｔ
つ
も
あ
○
ま
せ
ん
で

し
た
七
百
円
以
上
の
と
こ
ろ
さ
え

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
も
し
六
百
円

と
な
る
と
、
材
料
費
を
六
百
円
以
下

に
押
え
よ
う
と
す
る
病
院
か
で
て
く

恵

　

子

る
と
思
い
ま
す
上
り
よ
い
病
院
食

を
と
努
月
し
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ

て
と
う
て
い
納
○
で
き
ま
せ
ん

　

ま
仁
そ
れ
仁
り
安
い
桐
粕
叫
で

や
っ
て
い
る
・
列
舵
「
示
回
さ
ん
が

衣
を
す
る
二
と
に
こ
り
、
出
片
さ
ん

は
黙
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
問
に

入
っ
た
栄
辺
土
は
毎
口
つ
ら
い
思
い

を
し
な
け
れ
ぱ
な
句
・
ま
せ
ん
。
あ
ち

こ
ち
の
釣
院
に
混
乱
を
き
た
す
こ
と

は
１
　
至
で
す
。
厚
生
者
の
安
易
な
七

え
方
に
対
し
て
強
て
ヅ
対
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
い
ま
す
。

健保改悪に反対する全国決起集会

会場

　

国鉄労働会館4]包月包尽日士
一 一 一

至有楽町

二宋

泳バ(ら三彩

午後２時

●激励尽:

受付開始･-･･午後１時

　

集会開会…

　

●主催者あいさつ●来貢あいさつ

　

ジ柑介●基調報言●各会決意表明●沃議

テモ行進……午後４時出発
１･]‾目G銀|

一一一一‥一一

●コース(予定)岡労会館

　

銀座

銀座４丁目

　

数寄屋橋公園(解敵｀．
－ ＝ - -一 一 一 一

●心=･:.;;.;･･

●ト：･|ぷ．
家族団体連絡会者全国患

ゆたかな医療と

福祉をめざす

゜]1;14削･.'1111;1』ぽi卜Ｆ落ａ.‘Ｅ]5-2!11=tlil･14内･.li,･,り1;り!|'｣2G･3･ll･

㎜㎜

　　　　　

㎜

　

㎜㎜㎜㎜㎜■㎜㎜■

　　　　

全患連加盟組織

＜互療会＞

〒厄港区新橋5

　

14一一回

　　　　　　　　　　　

人幸ビル訓町

　　　

S05（452）ろ５１４

＜全国交通労働災害対策協議会＞

〒171

　

毀局区西池袋「－４ －５

　　　

雲○ろ（98D 7ろ６１

＜全国腎臓病患者連絡協議会＞
〒Ｗ新宿区下落合5 －「S一一一29

　　　　　　　　　　　　　

H.I沼ビル

　　　

ＳＯろ［％Ｄ５ろ４０

＜全国心臓病の子供を守る会＞

〒101

　

TI代円区神ﾛ］北乗物川］’□

　　　　　　　　　　　　　

北一面ビル

　　　

S 0 5 (256) 8 4 2 4

＜全国ハンセン病患者協議会＞

〒旧東村山市青菜町４－ト10

　　　

雲０４ン5 C94) 15 7 1

＜全国職業性有害物障害患者協議会＞
〒1肪港区西新橋2－21－5

　　　

宕Ｏろー（拐ﾌﾞ) 2 0 8 2

＜日本患者同盟＞

〒2叩清瀬市松山2－1ろ一一12

　　　

S 0 4 2 4 (9O 0 0 5 8

＜優性一酸化炭素中毒患者会＞

〒り渋谷区千駄ヶ谷1 ―51一一5

　　　　　　　　　　　

代々木㈹垢内

も
ま
た
亜
要
な
争
｛
の
ご
と
つ
と
さ

れ
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
▼
自
民
見

が
リ
生
竹
の
海
や
一
裏
幸
白
紙
｝

と
し
て
七
え
る
と
し
た
Ｗ
例
の
穴
声

朋
を
允
衣
し
た
の
も
ノ
氾
十
を
～
識

し
た
も
の
で
す
▼
１
　
八
］
に
は
あ
な

た
が
そ
れ
を
Ｉ
め
る
の
で
す
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